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ま主JS長の測定法はだいたいJこのふたつにわけられる. f:f~ 1は!坊熱J)i'!といってよいと忠うが，

または，[，で鼓生わりとの熱の交換を防いだ熱全日1"こ，はかるべき熱長をそとからいれるなれ

a'~2 とれがいちばんひろく使われている.させるなりして，熱長訂ーの脱皮琵fむをみる方法で，

はかるべき郊荒を熱主t計からまわりへ逃がし，逃げた熱長をはl土放熱m!ともいうべきもので，
かる方法である.たとえば，熱量計とそのまわりとの温度設があまり大きくならないようにし

との法見IJをつかつて逃げた熱量を求めるととNcwtonの冷却訟WJがなりたつので，て沿くと，

ができる.

交換されそ*Lで，立nの方法では，熱量計とまわりとの熱の交換を防ぐととがむつかしい.
交換がなかったとしたた?議長を推定して，賢際lこ測定された熱量計の?思度経イヒi乙布IHEを加え，

との布iHEの111'[1士五椛ではないから， tlillE1n'fはなるべく小さくしたときのiJnt度鑓化をもとめる.

それには，i温度鑓化をはやく完了させて，鶏の交換のゐとる時間を短かくすければ友らない.

また，熱量号1-のなかにある!拘憾の熱それにはすばやい:品作が必要で熟練がいる.ればよいが，

14~~基度が小さい iまあいのように， fBl度援{じをはやく完了させるととが不可能になるとともあ

る.

立~2 の方法としては，うえに例としてあげた Ncwton の冷却j法則をつかうものがあるだけと

しかし冷却の法思うが，冷却はわりあいにゐそいので，測定はすばやく行わなくてもよい.

との法WJをあらわず式の比例常数が援助しやすいので，

まや，熱量三iー

そのために，ま各f立計のなかに話:~n者是を

また，

測定のlE雌さがたちやすい.

うえのいやれの方法lこも共述して，

の全躍のi盟皮を常iζ一様にしてゐかなければならない.

いれる.つぎに，熱量計自身の温度を知るため，熱量計101:ミ暖計をいれなければならない.

つぎのふたつを飢献とみるととができる.

則はあまりlEしいものでなく，

と

それに沿ってのそとと ~]f*存のある!胸躍を熱量三iーにいれるととになれ

昭和126今ミtrs 7 jJ呼

fl5 128並立

f長i滋科謬

北海治大Jf!.， i.氏誌i科学ftff究所業車~'i

いす京JLも，
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のふたつは，
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熱の交'換を公ごしiまた1iMtUI-1乙決定しにくい徐分た熱'各長を興えるととになってイ測定の説

:i~~を招く.それに，とのふたつがあると，熱量計の査をするのに非常に厄介である・

筆者は， tf~ 2の方法iζ鴎するため，すばやく測定しなくてもよしそのうえ，按n器もいら
す-.=，また寒暖~]-~熱量~Iーにいれなくてもよい方法を試みた. もとは Vt零の合ノk率を熱量のiJilJ

(1) 

定によってきめるために考えたのである.:;J}ミい野原で測定しなければならないので，測定の操

作を殊にやさしくしたいためである.

II_原理

すきまのせまい二京監の器を考える.器の 1ヵ)iJj-1こ毛細管をつけ，慌のすきまと連絡させて

ゐく.すきまのなかは全部，毛細管はそのなかほどまで液践でみたす.器のそとがわの温度

は，たとえば担温J11のなかにいれて，杢鰭が一様な椛度 110になるようにしてゐし

はじめ，器の二重控のうちがわの授の植皮も 110にしてゐいて，器のなかに，はかろうとする

熱量Qを殻生させるなり導きいれるなりする.すると，器のなかの淑庄がのほのわ熱は二軍慰

のあいだの液臨}吾をilli過してそとへにげてゆく.そして，さいごには，器のなかの調度1;):，-ふ

たたび 110とー設するようになる. とのあいだに，Qは査部器からそとへ逃げたわけである.

二軍慰のすきまはせまし液樫居はうすいので， tli流はほとんどゐとらす';，裁は倖導によっ

てそとにむかつてながれる.との熱のながれば，内からそとへむかう f盟liEの下り何時~ 9 IC，液

踏の熱侍導率μをかけたものであたえられる. したがって，器の内部の淑度が'Uoと一致する

までのあいだ，グを時nnt についても日分Lたものが，器からタトへ逃げた提出tQIζ比叫する
方，勾配 gがあると，液臨授の平均i血EEは'((0 J:りたかく， Wz殺は膨脹している. 液骨豊尾?の厚

さを bとすると，千均温度は '1l0 J: T gbj2だけたかい. したがって，液臓のIJ釧長は gl亡比例す

るととになるから， {夜慌のI1諺脹を抑測して，その{n'Iを時nnt についてもIi分すれば Qに比例する
荒がえられる.液慨が膨脹すれば，それに比例してモ*!li管のなかの液聞がhだけそとへ移動ず

る. したがって hとtとの関係をグラフiこかき，面的法により hの杭分を求めれば，それが Q

l亡比例する去となる.もIt分は，器の内部全般がそとのiMl度旬。とひとしくなるまでの時間につい

てとるのであるが，内部が切になったととは，hが01こなれもはやそれ以上鑓らなくなるこ

とによって判定される・いちど，玩?;日の主主査をつかつて北例常教をえめでゐけば， hのWJlifiiJか

ら熱2itQをきめるととができるわけである・

筒1:
t，lのため，上iこは，器の内郊の控，すなわち液慨唐の内面が，いつも全館としてー誌な温

度になっているように考えたが，その必要はない.1夜官官腎の而を，間的要素ピザ iζわけで，液雑

居のうちがわの泊皮を 11とする.11はclfの佐世によってちがっていてもよい.しかし，液閥、暦

のそとがわのiMl皮は(，げがどとにあっても，つねに '110である註皮勾明日夕は (U--110)jb1こひ

としいから，cltのdういだICclfを遇ってよ十へ流れる熱fl;はμグclfclt，すなわち (/ldtjb)(u-'((O) 

df にひとしい. よって，cltのあいだに器のさを去商からそとへでる熱支は
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である.

djを夜間とする厚さ bの液鵠唐の部分の平均温度は

110 +-~b='lIo +す('U-'1I0

である. したがって，躍度 110のときわゲだけの慨杭だった液胞は， αを液憾の膨脹係数とす

ると
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だけましている. したがって，液憾金特については

昨子f(…o)dj (2) 

だけます.それで，毛細管の断間的を 8とすれば

!t=OV/8 ・ (3)

だけ，毛細管内のi夜間がそとへむかつて持動~ているととになる. (1) (2) (3)式から

dQ=K h dt K =28μ(abヨも (4)

となるので

Q= Jd碍件l碍ゆQや=Kf内勺なM.V、hいhdlめ1
が符符.られる. はじめ，器の内部までも全部 '110の温度lこして沿いたときの毛細管内の液商の位

置から，熱荒:を器のなかにいれたあと，熟査がそとへ流れだしているあいだのi夜間の位置まで

の距離がAである.hは時rmtとともにかわる・それで・，!tがふたたび、Oになるまでのあいだ，h 
を一定時間ごとに翻測して Aとtとのグラフをかき，t ifilffとグラフとのあいだの而杭をプラニ

メ{グ{で'1'Ì:b~0て~ !t dtをきめればよい常数Kは，上の式はって計算できめるとともで

きょうが，さきにものべたとゐれ白9;[1の熱荒をつかって定めた方がよいであろう.

とのように，器のろちがわの控の71，1皮 1lを一様にしなくてもよいから，撹.1'1'器はいらない.

また uをはかる必要もないから， !l~按計を器のなかにいれないでもすむ. それに，熱の逃げ

かたは，いっぱんにあまり速くないから，ltの縫化もわりにゐそしすばやい測定をしなくて

もよい.

うえの議論では， l'夜鰭!菅のどとでも，熱が唐P::l庄内lこ流れるとした.つまり，温度・勾限は，

液鰭麿lこi立jfjな方向だけにあるとしたが，匂が場所・によってかめるのを許すととは， l'夜時!膏に

沿う方向lこも温度勾配があるととを示している. しかし，器の二重援を金問のようた熱侍導率

の大きいもので作つてゐけば'(lの場，明・による縫{とは小さく，液鵠}膏に沿う方向の温度勾m~fま，

それに出向なものに到して無税してよい程度lこ小さい. なゐ，液穂!膏lこ也'fIjt主方向の温度勾限

としてはグ=('(l'-uo) (b なる定常)[I~Jì患での依を般定して議論した 'tl は時間とともにかわるの
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で， とれは股慌にはiEしくない・しかし，bが小さければ， との1I!;(~1まゆるせる.いま，厚さ b

の唐を， はじめ全部'1(0の品目立にして沿いで， ~ .. ~~に一方の聞を温度切にかえる場合を考える.

祖度分布は失策lこ(U-1I0)Ibの勾明日をもった定常扶態i亡に近づくが，その近づくはやさの目安

とな.る綾和時間 T を考えるととができる.1lが!壬立に鑓化するばあいに師って考えるのに， も

しなTれー怖に比べて小さければ，i註度分布院常J町議lこむいもの吋っていると考えて
du 

よい・ 7はb
2

!こ比例する・また三lfはそれほど大きくもない・ それゆえ bを小さくしてゐ

けI:f，いつも定常![た恕のi脱皮勾湾Clとなっているとしてよいわけである.

'1(0は時間とともに縫らないとしてきたが， 官i);~~に 110 をほんとうに --}tにたもつのは厄介で・

3うる・ 110はずとしぐらい経ってもかまわない・ ただ，いつでも，その時の 1101こ釣躍する毛利i

骨内の液商を基準として hをはかる必要がある. そして， さいご1[，器のなかのimUttが 110と

一致したとき ωのfiながはじめの純より O'lI0だけさがっていたとしたら流れだした熱量は，

簡を--Ji!lこして2ないたときのものよれ W O'1I0だけ多い・ 10I土，先手の内がわの践と，そのなか

にふくまれているもの全部との熱存丑である.

111.装置

うえにのべた原理にしたがって，第1闘のようなものを

作った.A，A'は異論の閤i百iで， B，B'，Dはべ{クラ fト

である.とれが二主授の器で， 1E.の方i亡，たてに，ガラス

の毛細管Eがつけてある.二重墜になっているのは，国筒

前だけで，そのかわり，荒と底とは熱の不良導桟のべ{ク

ライトにしたわけである.Fは昆錨板のあげ底で， FとB'

とのあいだの設問によって，熱が底から逃げるのを一清ふ

せいで、いる.CはBl亡はめたつばで， Cのなかほどまでを

恒iml措の水のなかに浸ず.関筒 A，A'の高さは 8.0cm，A 

と人F とのすきまは 2mlll， Aのタト俸は Gemである.すき

まの厚さ bは，1::慨にわたって一様でなければならたいの

で，人の外部，入Fの内聞には旋盤をかのて，完全な国筒商

にした.

闘倍jの

ど今!ド主川乙まぜたものをf使吏つた.江主の温度が lOCのlま・ると，毛

布日管内のi夜間が0.8Blmのぼった. とれl土~l支としてあまり

趨'訟ではないが， 都合上， とれでがまんした. デカリン

(Ddmlill， Dcki.hydrollaphthalin， ClQH n) などがM~!引はひ

くしが1¥鮎は高く，キli性

60叫

2 
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第 1¥li議 二立t~ど熱-lìl: 言\-
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IV.測定結果

まや，熱量計はをいれて測定を行った QのffJ'Iを酬として，Qと)11 dtとのi担保目的

ためである・とんご， ~ h dtをFにわて表わすとととする・

前色J1の熱長計を大きた71¥.1:曹にいれ，水槽の;](は，たえやよく按.f'loして;t<. ;J¥. t¥tljの温度的は
宝視lこ近く搾んだので，特別に恒視装置をつけなくても，長いあいだ，だいたい一定(C保たれ

た.

熱量計はなかをよく拭つてゐき，旬。とはちがう温度の;](を言うる長いれる. そのあと 30秒ま

たは l分3なきに毛細管内の液商のおさを測定する.また， ;](惜の混度も，ときどき測定した.

とうして hとtとのグラブを方l!良絞lとかさ，プラユメークーでグラフの而杭をもとめる. tf~ 2 

闘は， グラフのひとつの例である. 横i!ill!が時1mt，たて1MIが， はじめの水内の地l1tUd乏~:r!"M・

ずる位置を基準とした毛

細管内の液聞の高さを示

す.t;r.なめの直線は， UO 

i乙相営する毛細管f'内のj夜

間の位置を表わすもの

で，旬。は測定Eド (C ;l:~f した

わけである・ [JI形のrtl!秘

と，たための rJMJ;~ とのあ

いだの距離が Aにひとし

い.15分たつと hは01乙

酬
は

.. ~回目岨働・・匂

且ヰ
a・r
d γlWY~. 品 4- d J' 10 

第 2W議 官lUJさグラブの.-19U

なり，Qが全部そとへでてしまったととを示している・とのときの 'llOのfll'[を Eんとする・熱:R

~j-にいれた水の温度を u， その質量をAI， さらに熱長;-;1のうちがわの回flií (訂 1問の人)のノk

話量を ω(とれは 23grである)とすれば

Q=lY[(U一日)十W(Ul一日) (5) 

である. U<Ul のときも (5) 式はなりたつ Wlも Ul'-U~ も小さいので，とのときは Q<O

で，Qは水措から熱量百十のなかへ流れとな熱荒を表わすととになる.

2fn去に測定結県を示した.U， A{をかえて， (5)式による Qが300ealから， 2，400 ealの

あいだのいろいろた館をとるようにした. I10 が Ul から U~ になるまでの測史時間 Tは， JJ[が

大きくなると長くたる傾向がるる.しかし，だいたい20分ぐらいと考えてよい*印をつけた

ものは，熱主計のなかの水を捜nしながら測定したものだが，按J'lolこよって1'1土5分ぐらい
短かくなる.Fは，プラニメ{グーで測定したグラフの商杭で、あるが，K=QIF は去にみると

ゐり一定の他になる.':-1三均i立をとると
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K=0.796十0.006

で，税率謀議は15Voにもならや，QとFとの比例関係の成立，また，との測定の正腕さが，か

なりよいととが示された.

第 1表 氷による測定結果

T: ifUJi.主持1m(min); U，. U，，:はじめとおわり心フ'1，摘。滋皮く00)U， M:熱f宣言1'1といれた水J)浪皮とf主
張 (gl');Q:熱泣くcul);F:グラフ J.;荷続 (cm.sec) 

T Ul U2 U U-U2 M Q F . Q/F=K 

3 4 94701i4 4 6 
21.7; 21.7 32.3 67.8 896 0.797 

2 21.8 33.7 77.2 1162 
O 0.788399j j 

3 26.1
1 
26.2 19.9: -6.3 64.6 484 

4 20 2o.6 20.0 -6.6 85.0 700 0.801 

5 24 24.2 39.6 15.4 86.0 1324 1645 む.805

6 24 24.81 25.3 21.8 88.0 2452 0.781 

7 24 
別 i 256 50.7 24.8 63.5 1988 0.792 

8 28 24.0 54.3 30.3 78.9 2952 0.808 

9 18 24.3 24.5 32.2 7.7 49.8 385 408 0.943 

10 15 26.5: 267 40.5 13.8 19.9 274 342 。白801

11 16 26.8 35.8 9.0 37.4 321 370 0.867 

12 231 26.1 39.1 55.9 996 0.729 

13 20 26.2， 26.5 50.5 23.9 44.8 0.776 

H 18 26.6 26.9 40.6 13.7 43.8 0.860 

15 15 29.1 29.4 40.3 10.9 37.1 40 0.818 

16 16 29.7 37.2 9.5 36.3 331 

17 16 29.8 29.9 37.9 8.0 37.7 302 380 079 

第 2袋 物伎の比熱

熱i専務卒ノ，)，711.伎は culjCJll. sec. dug ;比熱グ')，~~， f\'[l :t culjgr. deg. 

i熱 f事比 熱 i
i浮卒者同[;fI((1 測 冠 紘一j

錦 1 092! 。ω31。吋 00738! 。附!院問問 217.74grの闘終日止のものY---1 v ，v ，

~vl .v! Iffolずてコ

方 解 石( 川 11024 0.187i O2叫 0・1位;長さ 4印 1の柱欣結晶 16.41gr 
エ lロベYゼ :/1

0附
81 0
ぉ 0.326; 0.379¥ 0.3可制A川将来it.1， 38.63， 38同 36.18gr

2f~ 2去は，とうしてきめた K をつかつて，水以外の物質について測定を行い，その測定航

から比熱を求めた結果で、ある.“枚当主"とあるのは，物質の常数去にでている比熱の航である.

i夜開のニトロベンゼンはもちろん， r81踏の卸，方解石のj話合も，熱量~'i"は主lとして沿いて， と

れらの物質だけをいれた.国憾の U，すなわち， ~謀長)\1'1こいれるときの間慌のiffi肢は，つぎの

ようにしてきめた.銅製のご:.w慌の簡のなかに回路をた:iでつるし，二JHAのあいだにボ、イラ{

からのJK恭筑を増したまま長時間放校し， 筒のなかの温!支を寒暖計ではかり， それを Uとし
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た.熱体導の!JE;いユトロベンゼンと方解石との測定能は椋準値iこかなりよく一致しているが，

銅の測定値は棋準航とあわない.制の場合は，熱量計のi刊がわの壁の，制と接偶しているとと

ろだけが局部的に淑度があがり，躍にそっての温lrit勾間が大きくなるととがその原国と忠われ

る.

V.吟味

綾手11時1111: nでのべた接手11時間1，は，つぎのような意味と考える.厚さ bの授にA也iこ，尾?
の一方の耐から坐r~~~xをとり， iBi廷を u(llの 'llとは意味がちがう)であらわず.

t=O で 'u=O

(x=Oでは '/(='110
t>O νε( 

1.?J=bでは 11=0

の保{11'をみたす uの-'1;'均fI-ri況は，kを授のi眠!主掛散係数として

YZI-i-z F-J-O c-IJ(2叶 1)2n2X
n"-(2n+l)2 

Y=Ü/1~ X=tW 

であたえられる.t=ooで，i脱皮αは 710(b-x)/bなる定常分布となって，とのときの召の値は

旬。/2である. したがって，Yがどれほど 1IC近いかによって，温度分布が定常欣態に近づいた

皮あいが示される.いま， 7J'(についての hの値1.5X 10-3 cal/cm. scc. dcgをつかつて計算する

と

X 40 60 80 100 140 
Y I 0.551 0.666 0.'752 0.816 0.898 

となる.Y=1-1/c=0.632にするような Xの値は 47であるが，Xがとの純をとるときの tの

1iなを緩和!時tl¥lrとする.すなわち

で=47b2 

である.熱量計の二Jli:挫のあいだの液の厚さ bは0.2Clllであるから

，=0.031mIn 
が符・られる.

第2悶で t=2"，，3lllillのあたりは Idh/dti/hの大きいととろだけれども， I dh/dt 1，，-，0.5 cm/mIll， 

h"，  1 Clllである. したがって，:dh!dtl，はAにくらべると非常に小さい. したがって，ほかの

ととろでも Idh!dtl，<< hの保{午はもちろん渦されている.かくして，液踏f腎のなかの熱の流れ
を定常流とみなした限定が五しいととがわかる.

](=Q/F: 官E訟によって K=0.796ときめられた. nでだした ](=2sμJ品2の式によって，
~， μ， α， bの他をつかって Kを;1f.~~~ì:すると K=0.93 となる. 5:) ，%のアルコ~ ;J...7kj若手液につい

ての fu'(である.主til\lJ fI立と al.~r航とのー設はかなりよい. とれば， illZlrs'21乙N流が必とっていない
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ととに却するひとつの喪づけとみられる.

VI.要約

金協のご:JF:壁の恒l簡を作れその 4ういだにアルコ~ ;L--の 50，9-6水溶液をいれ，毛布a1干の側管を

つけて， iJ釧長による水溶液の骨量的鑓{じがはかれるようにしてゐ<.間信iのそとがわを一定i温度

l乙保ったまま図筒のなかに熱を殻生させると，熱が水溶液の暦を通って外へlとげるあいだ， 7K 

i存液の温度があがり膨脹する・水溶液の熱14よ導率を 11，水溶液のお:かのi毘度勾舵をグとすれば，

dt時ltl1!こそとへでる熱笠はμσdt!乙比例ずる，ととろが，水溶液の平均温度上昇はグ lζ比例す

るので‘， il~m~ 旬、~ g !ζ比例する したがって，圏筒を諮ってそと〈でる腕QはF=~ hdt!<: 

比例するとととなる. との)京坦lこしたがって， 熱 Qが全部そとへで、るあいだAを翻測してF

を定めて Qを決定した.

ちがったiE{度， ちがった分去の水をうえの鵠笠~l!といれて， 300αi1から 2，400calまでの Q

をつかってしらべたが，Qとyとはよく比例した.その比例iif故によって，ニトロベンゼン，

方解石の比熱を iJ\lJ~ した結果も，物質常数去の他とよくあった・ との方法は，熱量計i乙;J~I!;Q ~r，

撹n器をいれないでもよいとと，また:協Qの流れた、しかたはゆっくりでもよいので，測定を，な
がなくてもよく，熱侍導。わるい物質にもつかえるととを特徴としている.北大迎i製部化墜教

室の脊I1J割U ffil.~3二にいろいろゐ世話になったととに釘して感謝の意を表わす.

女獄

1) 吉町駅ji.1940 熱 tt~ì による Ut8f:心合71，卒 :J)測定.気象J袋誌 18， 321. 

R6s11m6 

A cylilldrical vcsscl is nmdc of two bl'fi':s cylindcrs， 011C of which is placcd iu the other 

with unifOl・111c1carallcc of 2 mm b己twccllthe two. A circulrtr platc of bakelite is used as 

thc base of thc vasscl. A slllall bo1'c is madc ill t11c olltcr cylillder aud a ve1'tical gIass 

capillary tubc is so attatchcd to it that thc spacc bctwcell the two brass cy1indcrs is COIl-

ncctcd with t11e capilla1'Y borc. This conllcctcc1 spacc is filIcd with aqucous Sollltion of 

509-6 alcohol wIth It日 frccsurfacc Ill thc capilIary tllbc. Th巴 vcssclIs uきcdas a calori-

111cter ill thc followillg way. 

Thc calorimctcr is l)laccd ill a watar・bathkcpt at a COllstallt tcmpcraturc uo alld a heat 

qllantity Q Is cvolvcd ill it. Th巴 hcatn.ows t111'・ought11c Iayer of soIution betwecn thc 
two braS3 cylilldcrs Ollt to thc watcr b九th，anc1 c10illg 80， raiscs thc tClllpcraturc of thc hycl'. 
Thc thcl'maI ，'xpallsioll of thc Sullltioll e:¥ll日以1by t hi3 Il'lilpcrntlll'・crisl' appcars as displaec-
lllCllt h of thc fl'CC Slll'・faccof t11c S.>Illtioll iu t11e eapillary tllbl'. Thc h illcrcascs as thc 

11cat is cvol v是正1，reachcs 札 llmximum tlllc1 t1Wll <ICCrc:lSeS to uu11 whcn thc hmt has cntire1y 
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passcd through tho laycr of solutioll. 

Lct dJ lJC cICl山山wyHrCa， of illllCr su山 ccof thc 1りC1'of sollltioll 
'll bc tcmpcratmc of dj 

b hc thiclmcss of th邑 lnycrof solutioll 

/-t bc thcrmal conductivity of solutioll 

α1c  cocfficicnt of thcl'mHl cxpallsion ol' thc solutioll 

8 hc sec[Inual mcュofthe capil!ary horc、.

Heat qualltity dQ which fI0¥YS throllgh thc layC1' of solutioll ill thc timc cIcmcnt dt is 

glven as 

dQ=付-JCll 川 f
Thc cxpansion of thc SOllltiOll is 

ov=字JC'U---110)好
hccm配 thcmcan t叫 cratul'cof恥 laりJ戸ぱ山s町olllti仙 i均Shig1川

Th巴 his cqllal辻1tωo oV;μ8. Thcrcforc i¥・chavc 

Q=JdQ=l{JhcZι K=2sfJ-!a}} 
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Thc valucs of h mcnslll'cd at COll吉tantilltC1'val of 30 SCC. 01' on巴 minut巴 givcth巴 V乱lucof 

ir州 1悶乱叫1)いhd必t似山叫1(1Q i均sgivcn n悶sthc む p戸仰r叩削Oα仙〔
Am:ほL民，Suf y，γ¥'"f以ttc匂r0ぱfk叫now干Vllt伐cmpc伐1叫 ur代Cft幻ucl(ll1all ti tげywas i均I江ltれ1'0αduccdilltO thc calorImctcr. 

Thc hcat qUHntity Q w司sknowIl in t his cas巴11.SCl:iC3 of cxpcrim巴ntswas cOllductcd in 

usc of VHl匂usvalLlcs of Q mllging frOlll 300 cal. to 2，408 cal. alld Ji was fommd as 

0.796土0.003

Smallness of the p1'obab1c crrol' of K s110wcs that thi，:; l1l口thodof calorim巴t1'yis suffi-

cicntly C011五dcnt. Va111cs of specific heats of ca1citc and nItrobcnzellc mcasurcc1 by this 

lllethoc1 wcrC ill gooc1 agl'ecmcnt with their valucs foulld in physical tab10s. 

It is Ullllcccssary fo1' this ca101'imctcr to introdllcc a thCl'lllOmctcr and a stirrcr illtO it. 

It is a1so unn巴crssaryto conc1uct thc llluasurcmcnt rapidly as ill caEC of ordillal'y ca1orimc-

t1'y becausc the hcat Q ftows out slowly fl'0111 thc calol'imetcl'. 


